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経済計画は廃止され、その役割の多くが失わ

れた。中長期的なビジョンは策定されなくな

った。幅広い分野の有識者、専門家の知見を

活用する場もなくなった。経済計画は経済学

に基づく理論的、実証的な分析に裏打ちされ

ており、政策目標間の整合性が担保されてい

たが、こうした分析能力を活用することも少

なくなった。一方で、一部の役割は強化され

た。経済財政諮問会議で『経済財政運営と改

革の基本方針』（いわゆる骨太の方針）が策

定されるようになり、その進捗を検証しアッ

プデートするメカニズムも組み込まれた。た

だし、政策目標の設定をめぐっては、スロー

ガン重視で国民的議論を欠いているとの声

も聞かれる。 

経済計画という手法には限界もあるが今で

も必要とされる機能もある。経済社会のあり

方についてさまざまな意見やアイデアを吸

い上げる、国民が共感できる説得力のある経

済社会の展望を描く、経済分析を踏まえ相互

に整合的な経済財政政策の方向性と政策手

段を示す、そうした腰の据わった政策形成プ

ロセスがあってもよい。デフレを脱却し経済

社会が大きく変化しようとしている今、専門

家の知識や経験の活用と政治主導の適切な

バランスを取りつつ政策目標を設定し、施策

を実施していく必要があるのではないだろ

うか。 

（＊）『構造改革のための経済社会計画』

（1995 年 12 月）による 

 


